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（
質
問
の 

八
） 

答

弁

第

八

号 

   

衆
議
院
議
員
島
口
重
次
郎
君
提
出
大
豆
の
輸
入
関
税
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
五
一
第
八
号 

昭
和
四
十
一
年
四
月
八
日 

衆

議

院

議

長 
山

口

喜

久

一

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

佐 

藤 

榮 

作 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
島
口
重
次
郎
君
提
出
大
豆
の
輸
入
関
税
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

ガ
ッ
ト
関
税
交
渉
は
、
最
も
重
要
な
外
交
交
渉
の
一
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
、
種
々
の
配
慮
か
ら
、
当
事
国
の
間

で
交
渉
の
過
程
に
お
い
て
は
そ
の
内
容
を
公
表
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
の
で
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、

こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

二 

植
物
油
脂
原
料
及
び
製
品
の
現
行
関
税
率
は
原
料
の
含
油
量
等
か
ら
勘
案
し
て
特
に
大
豆
を
優
遇
し
て
い
る

こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
、
最
近
の
原
料
の
輸
入
価
格
の
動
向
、
国
内
の
製
品
価
格
（
油
及
び
か
す
）
の
動
き
等
を

考
え
併
せ
れ
ば
、
現
在
は
な
た
ね
の
方
が
、
製
油
業
者
の
採
算
上
、
有
利
と
な
つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今

後
の
関
税
率
及
び
自
由
化
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
産
油
脂
原
料
生
産
者
、
製
油
業
者
等
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
十
分
慎
重
に
配
慮
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ガ
ッ
ト
交
渉
に
お
い
て
も
、
右
を
十
分
考
慮
し
つ
つ
、

こ
れ
に
対
処
す
る
方
針
で
あ
る
。 

 



三 
政
府
と
し
て
、
製
油
産
業
を
軽
視
し
て
は
お
ら
ず
、
原
料
関
税
に
つ
い
て
も
、
国
内
原
料
と
競
合
の
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
無
税
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
鉄
貨
物
運
賃
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
改
正
に
際
し
て

従
来
の
等
級
制
度
に
大
幅
な
改
正
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
こ
れ
ま
で
の
普
通
等
級
の
う
ち
上
級
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
む
し
ろ
、
等
級
間
の
隔
差
を
縮
小
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
運
賃
の
値
上
り
は
平
均
を
下
廻
つ
て
い
る
。 

食
用
油
に
つ
い
て
は
、
従
来
普
通
等
級
の
二
級
及
び
三
級
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
、
新
一
級
及
び
二
級
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
、
運
賃
の
値
上
り
は
、
前
記
の
理
由
で
平
均
値
上
率
よ
り
低
く
な
つ
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




